
ヨ ガ 指 導 者 ス ワ ミ ・ シ ヴ ァ ナ ン ダ と そ の 弟 子 た ち
栗原美紀（上智大学アジア文化研究所・特別研究員）

　スワミ・シヴァナンダは、宗教や国を問わず愛の普
遍性、一体性を説き、20世紀におけるヨガの普及に大
きな影響を与えた指導者の１人である。シヴァナンダ
がヨガの教えを形成する背景には、彼のマレー半島で
の経験があった。
　後にスワミ・シヴァナンダとなるクップースワミー
は、1887年に南インドのタミルナド州で生まれ、西洋
医学を学び、医師となった。1913年にはインドを旅立
ち、英領マラヤ（現マレーシア）に向かう。マラヤで
は約10年、プランテーション農園の病院で働きながら
慈善活動も行ったとされる。
　しかし、時がたつにつれ、医療による奉仕に限界を
感じるようになり、インドへ帰国。出家し、スワミ・
シヴァナンダの名前を授けられ、修行に励んだ。
　シヴァナンダは、修行中も診療を行っていたが、人
々を癒やし健康と幸福に導く方法としてヨガも教授す
るようになる。36年には北インドのリシケシュにディ
バイン・ライフ・ソサエティー（Divine Life
Society、以下ＤＬＳ）という精神的知識の提供と無私
の奉仕を目的とした団体を設立。シヴァナンダの弟子
たちも世界各地に渡り、彼の教えの普及に努めた。
　マレーシアにも、53年にＤＬＳの支部がつくられ
た。現在のＤＬＳマレーシアの活動には、日常的なヨ
ガ教室や子ども向けのヨガキャンプの運営といったヨ
ガの指導だけでなく、医療サービスの提供、孤児院の
運営などもある。
　　

　パラムさんは88年から、首都クアラルンプールのリ

トル・インディアで開かれているＤＬＳのヨガ教室に
参加している（新型コロナウイルス感染拡大の影響を
受け、現在教室は一時中断）。もともとは生徒として通
い始めたのだが、運営側から声をかけられ、ボランテ
ィアの指導者となった。
　指導を引き受けたことについて、パラムさんは「ヨ
ガを始めて６カ月のうちに自分の体の状態の改善を経
験したんだ。僕はヨガの恩恵を受けたから、それを社
会に還元しようと決めたんだよ。ヒンドゥイズム（ヒ
ンズー教の精神・文化）にはセヴァという言葉がある。
何かを受け取ったら、それを通じて他者を助けましょ
う、奉仕しなさい、という意味だね。われわれはスワ
ミ・シヴァナンダの弟子だから、形を変えずに彼の教
えを伝えるんだ」と語る。
　「奉仕しなさい、愛しなさい、与えなさい、浄化し
なさい、瞑想（めいそう）しなさい、悟りなさい（Serve,
Love, Give, Purify, Meditate, Realize）」はシヴァ
ナンダの教えの中核である。
　シヴァナンダの教えを実践しているのはパラムさん
だけではない。パラムさんの教室に通う生徒たちは、
エクササイズ中、積極的にお互いアドバイスをし合う。
長年教室に通う参加者がヨガを始めたばかりの参加者
に体の使い方のこつを教えたり、年長者の参加者が若
い参加者を応援したりと、それぞれが自らできること
を持ち寄って、一方向ではない知識・技法の伝授が行
われている。
　もちろんパラムさんの指導では、身体運動だけでな
く、健康や幸せを築くための考え方のヒントも提示さ
れる。シヴァナンダのマレー半島での経験に基づく教
えは今もなお、その弟子たちによって受け継がれてい
るといえるだろう。
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